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形
状 

平
造
り
、
庵
棟
や
や
高
く
、
身
幅
広
め
に
重
ね
極
め
て
薄
く
、
浅
く
反
る
。 

鍛 
 

板
目
に
杢
交
じ
え
、
地
沸
付
い
て
肌
立
ち
、
地
景
掛
か
り
、
幽
か
な
映
り
立
つ
。 

刃
文 

表
裏
揃
っ
た
浅
い
大
湾
れ
に
沸
足
交
え
、
刃
淵
沸
付
き
、
焼
き
出
し
に
喰
い
違
い
を
見
せ
、
焼
き
落
と
す
。 

帽
子 

浅
く
乱
れ
こ
み
、
表
裏
共
に
激
し
く
沸
づ
い
て
掃
き
掛
け
、
沸
崩
れ
な
が
ら
深
く
返
る
。 

茎 
 

生
ぶ
、
先
細
っ
て
栗
尻
、
棟
方
刃
方
と
も
角
、
鑢
目
大
筋
違
い
、
棟
鑢
は
勝
手
下
り
。 

 

本
工
は
「
一
国
氏
貞
」
（
重
要
美
術
品
・
藤
堂
高
虎
所
持
）
の
作
者
で
あ
り
、
若
狭
守
氏
房
の
兄
と
も
弟
と
も
或
い
は
兄
弟
否
定
の
諸
説
が
あ
る
。 

地
刃
に
古
調
さ
が
あ
り
、
造
込
み
は
延
文
貞
治
姿
に
紛
れ
る
。
何
れ
か
の
古
作
を
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

                   


